
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第９３号 （令和３年６月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆乾杯の発声 『プロフェッショナル』を見て・・・◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、今回は甥姪結婚式シリーズ第３弾です。先日、５月２９日に 

甥っ子の駿佑くんが都内の THE PLACE OF TOKYO という式場で 

結婚式を挙げました。コロナ禍ということで、身内と親しい一部の友人だけが招かれ

た形で、とてもアットホームな感じでした。また、緊急事態宣言下ということもあり、ア

ルコールの提供は禁止。ただ、最近はノンアルコールビール以外にも、ノンアルコー

ルのシャンパンやワインなどもあり、雰囲気はしっかり味わうことができました。 

甥姪の結婚式では、前々回、前回と乾杯の発声を担当。今回もまた依頼を受け、

これで３回連続です。また、今回はコロナもあって来賓の挨拶が一切なく、全体を通

しての挨拶は乾杯の発声のみとのこと。ここはしっかり挨拶のネタを考えないといけ

ないなぁと思っていました。 

本来であれば、事前に２人と食事でもして情報収集をするのですが、コロナでそ

れもできません。２人のプロフィールだけを事前にもらい、それを見て考えることにし

ました。ちなみに、甥っ子のお相手は、埼玉県の鴻巣市出身の方でした。 

挨拶ネタをいろいろ考えていたとき、鴻巣市関連でとある情報が入ってきました。

見逃し配信 TVer で、NHK の『プロフェッショナル 仕事の流儀』（５月１８日放送分）

をたまたま見つけました。『プロフェッショナル 仕事の流儀』は、超一流のプロフェッ

ショナルに密着し、その仕事を徹底的に掘り下げるドキュメンタリー番組。その回で 

紹介されていたのが、ヤマト運輸の宅配ドライバー永澤康太さ

ん（２９）。ヤマトさんにいる約６万人のドライバーの頂点に立つ

ほどの実力の持ち主と紹介された永澤さん。その永澤さんの担

当エリアが、鴻巣市だったのです。バスではあり （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  
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平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

大森 米山 

（続き→） ませんが、ドライバーということで興味を持ち、最後まで見たのですが、

これぞまさにプロフェッショナル！という感想を持ちました。 

まず、ヤマト運輸さんは早くから AIに取り組んでいて、例えば、ドライバーの永澤

さんが、配送する荷物を５０個ピックアップし、バーコードリーダーで読み込むと、シ

ステムが作動。ドライバーがセンターから出たら最初にどこに配り、次はどこにとい

う配送計画が出てくるのです。時間帯指定も考慮され、また、AI がどんどん学習を

していっているのですが、永澤さんはこの AIの一歩先を行っています。 

永澤さんの担当は鴻巣市北エリアの２０００世帯。その全てのご家族のお名前や

在宅している時間帯を自分の頭とメモでインプットしています。AI がこの順番で行け

と言っているけれど、この家を先に回れば不在通知にならずに済むといった配慮が

されています。また、AI はナビゲーションにリンクし、どのルートを通って運んでくだ

さいと最短距離の指示が来るのですが、永澤さんは道路幅、それから道ばたに生

えている木（の枝）にまで配慮し、あえて迂回ルートを選んだりもします。その上、雨

の日は、風向きとは逆にトラックを止めることで、荷台に雨が吹き込まないようにす

るなど、ここまでするかと思うほど、細かい配慮がなされています。 

そして、番組内で「苦労の数だけ、笑顔に変わる」という印象的な言葉がありまし

た。私は、これはどんな仕事に当てはまると思い、そういった内容も折り込みなが

ら、新郎新婦の新しい門出を祝し、乾杯をいたしました。 

◆発行者コラム◆ 

今回、アルコールなしということで、また、私の高齢の母もいましたので会場まで

車で向かいました。夕方５時から披露宴。７時半に終了し、会場を出たのが８時過

ぎ。我が家の運転をしない女性陣はお気軽モード。「自宅までよろしくー」と言われ、

私は「かしこまりー」と、タクシードライバーの気持ちで帰路に就きました。米山 


